
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】

音響再生装置。
【請求項２】
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再生手段と、和声信号発生手段と、制御手段と、ミキシング手段とを備えた音響再生装置
であって、
上記再生手段は、音楽情報ソースより、音楽信号と、音楽信号に対応した基準歌唱信号及
び音階データを再生し、
上記和声信号発生手段は、上記制御手段の制御に基づいて和声信号を出力し、
上記制御手段は、音程決定処理と、第１の音程変換処理を行い、
上記音程決定処理は、マイクロホンから入力される音声信号の音程と上記音階データに基
づいて、上記音声信号に対して和声の関係を有する音程を決定し、
上記第１の音程変換処理は、基準歌唱信号を決定した音程に変換した和声信号を出力する
よう上記和声信号出力手段を制御し、
上記ミキシング手段は、上記音楽信号と上記音声信号と上記和声信号とを合成出力するこ
とを特徴とする

上記制御手段は、上記第１の音程変換処理に代え、第２の音程変換処理に切換え可能とし
、
上記第２の音程変換処理は、音声信号を決定した音程に変換した和声信号を出力するよう
和声信号出力手段を制御することを特徴とする



請求項１記載の音響再生装置。
【請求項３】

請求項１ 記載の音響再生装置。
【請求項４】

音響再生装置。
【請求項５】

請求項４記載の音響再生装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、いわゆるカラオケ装置として使用して好適な、音楽信号と音声信号とを再生す
る音響再生装置に関する技術分野に属する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、光ディスクの如き情報信号記録媒体の再生により、または、通信手段により送信さ
れた信号（ＭＩＤＩデータ）の受信により得られる音楽情報を音楽信号として出力して再
生するとともに、マイクロホン装置を介して入力される歌唱音声を音声信号として出力し
て再生する音響再生装置が提案されている。
【０００３】
この音響再生装置においては、上記音楽信号に基づく音楽と上記音声信号に基づく歌唱と
が同時に再生されるので、いわゆるカラオケ装置として使用される。これら音楽と歌唱と
は、電気的にミキシングされて再生されることとしてもよく、また、それぞれが並列的に
再生されることとしてもよい。
【０００４】
そして、このようにカラオケ装置として使用される音響再生装置においては、上記音声信
号に基づいてこの音声信号に対応する歌唱音声に対して和声の関係となる音程の和声音声
を示す和声信号を生成して、元の音声信号とともに再生するように構成されたものが提案
されている。
【０００５】

10

20

30

40

50

(2) JP 3552379 B2 2004.8.11

上記制御手段は、上記第１又は第２の音程変換処理に代え、第３の音程変換処理に切換え
可能とし、
上記第３の音程変換処理は、第２のマイクロホンから入力される第２の音声信号を決定し
た音程に変換した和声信号を出力するよう上記和声信号出力手段を制御することを特徴と
する

又は２

再生手段と、和声信号発生手段と、制御手段と、ミキシング手段とを備えた音響再生装置
であって、
上記再生手段は、音楽情報ソースより、音楽信号と、音楽信号に対応した基準歌唱信号及
び音階データを再生し、
上記和声信号発生手段は、上記制御手段の制御に基づいて和声信号を出力し、
上記制御手段は、音程決定処理と、第１の音程変換処理を行い、
上記音程決定処理は、第１のマイクロホンから入力される第１の音声信号の音程と音階デ
ータに基づいて、上記第１の音声信号に対して和声の関係を有する音程を決定し、
上記第１の音程変換処理は、第２のマイクロホンから入力される第２の音声信号を決定し
た音程に変換した和声信号を出力するよう和声信号出力手段を制御し、
上記ミキシング手段は、上記音楽信号と上記第１の音声信号と上記和声信号とを合成出力
することを特徴とする

上記制御手段は、上記第１の音程変換処理に代え、第２の音程変換処理に切換え可能とし
、
上記第２の音程変換処理は、上記第１の音声信号を決定した音程に変換した和声信号を出
力するよう和声信号出力手段を制御することを特徴とする



このような音響再生装置においては、歌唱者が歌唱を行うと、この歌唱者の歌唱音声に対
して、例えば、３度下の和声音声が生成されて、該歌唱音声とともに再生され、和声（ハ
ーモニー）を構成する歌唱が再生される。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
ところで、上述のように、一人の歌唱者の歌唱音声に基づいて和声を構成する歌唱を再生
するように構成された音響再生装置においては、元の歌唱音声と、この歌唱音声に対して
和声の関係にある音程の和声音声とは、同一の音色（声質）を有するものとなる。
【０００７】
和声を構成する２以上の音程の音声を再生する場合においては、これら各音声の音色が同
一であると、該各音声の音色が異なる場合に比較して、和声が構成されていることを表現
する表現力が弱い。すなわち、それぞれ異なる音色を有する２以上の音程の音声を再生し
て和声を構成したほうが、同一の音色の音声により和声を構成する場合に比して、和声が
構成されていることを強調して表現することができる。
【０００８】
そこで、本発明は、上述の実情に鑑みて提案されるものであって、歌唱者が一人である場
合であっても、この歌唱者の歌唱音声に基づいて、この歌唱音声と異なる音色を有しこの
歌唱音声に対して和声の関係にある音程を有する和声音声を生成し、異なる音色を有する
２以上の音程の音声を再生して和声を構成することができるようになされた音響再生装置
の提供という課題を解決しようとするものである。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
上述の課題を解決するため、本発明に係る音響再生装置は、再生手段と、和声信号発生手
段と、制御手段と、ミキシング手段とを備えた音響再生装置であって、上記再生手段は、
音楽情報ソースより、音楽信号と、音楽信号に対応した基準歌唱信号及び音階データを再
生し、上記和声信号発生手段は、上記制御手段の制御に基づいて和声信号を出力し、上記
制御手段は、音程決定処理と、第１の音程変換処理を行い、上記音程決定処理は、マイク
ロホンから入力される音声信号の音程と上記音階データに基づいて、上記音声信号に対し
て和声の関係を有する音程を決定し、上記第１の音程変換処理は、基準歌唱信号を決定し
た音程に変換した和声信号を出力するよう上記和声信号出力手段を制御し、上記ミキシン
グ手段は、上記音楽信号と上記音声信号と上記和声信号とを合成出力することを特徴とす
る。
【００１０】
また、本発明は、上記音響再生装置において、上記制御手段は、上記第１の音程変換処理
に代え、第２の音程変換処理に切換え可能とし、上記第２の音程変換処理は、音声信号を
決定した音程に変換した和声信号を出力するよう和声信号出力手段を制御することを特徴
とする。
【００１１】
さらに、本発明は、上記音響再生装置において、上記制御手段は、上記第１又は第２の音
程変換処理に代え、第３の音程変換処理に切換え可能とし、上記第３の音程変換処理は、
第２のマイクロホンから入力される第２の音声信号を決定した音程に変換した和声信号を
出力するよう上記和声信号出力手段を制御することを特徴とする。
【００１２】
そして、本発明に係る音響再生装置は、再生手段と、和声信号発生手段と、制御手段と、
ミキシング手段とを備えた音響再生装置であって、上記再生手段は、音楽情報ソースより
、音楽信号と、音楽信号に対応した基準歌唱信号及び音階データを再生し、上記和声信号
発生手段は、上記制御手段の制御に基づいて和声信号を出力し、上記制御手段は、音程決
定処理と、第１の音程変換処理を行い、上記音程決定処理は、第１のマイクロホンから入
力される第１の音声信号の音程と音階データに基づいて、上記第１の音声信号に対して和
声の関係を有する音程を決定し、上記第１の音程変換処理は、第２のマイクロホンから入
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力される第２の音声信号を決定した音程に変換した和声信号を出力するよう和声信号出力
手段を制御し、上記ミキシング手段は、上記音楽信号と上記第１の音声信号と上記和声信
号とを合成出力することを特徴とする。
【００１３】
また、本発明は、上記音響再生装置において、上記制御手段は、上記第１の音程変換処理
に代え、第２の音程変換処理に切換え可能とし、上記第２の音程変換処理は、上記第１の
音声信号を決定した音程に変換した和声信号を出力するよう和声信号出力手段を制御する
ことを特徴とする。
【００１４】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施の形態を図面を参照しながら説明する。
【００１５】
本発明に係る音響再生装置は、図１及び図２に示すように、音楽信号出力手段となる再生
部１を内蔵して構成されたコントローラ３０を有する。このコントローラ３０には、制御
手段となる第１の信号処理ユニット（ＣＰＵ（１））２１が内蔵されている。
【００１６】
そして、このコントローラ３０には、音楽情報ソース及び基準歌唱情報ソースとなるディ
スクチェンジャ３５、または、受信装置４０が接続される。
【００１７】
上記ディスクチェンジャ３５は、複数の光ディスクの如き情報信号記録媒体となるディス
クを収納しており、これらディスクを再生するためのスピンドルモータや光ヘッドを有し
て構成されている。このディスクチェンジャ３５は、上記複数のディスクを選択的に再生
して、上記コントローラ３０に対して音楽情報を出力する。
【００１８】
上記受信装置４０は、電話回線、ＩＳＤＮ回線等の公衆回線により送信される音楽情報（
ＭＩＤＩデータ）を入力端子４０を介して受信し、上記コントローラ３０に対して音楽情
報を出力する。
【００１９】
上記コントローラ３０は、上記ディスクチェンジャ３５、または、上記受信装置４０より
楽曲単位の音楽情報及び画像情報を供給され、これら音楽情報及び画像情報に応じた音響
信号及び画像信号をアンプ３１に対して出力する。
【００２０】
上記各音楽情報ソースにおいて、上記基準歌唱情報は、上記音楽情報に対して多重された
状態で、上記コントローラ３０に供給される。この基準歌唱情報は、上記音楽情報に対応
するプロ歌手による基準歌唱を表現したものであって、該基準歌唱を構成する各音の音色
、音程及び長さを表示するものである。
【００２１】
上記アンプ３１は、送られた音響信号を増幅してスピーカ３３，３３により再生するとと
もに、送られた画像信号に基づく映像をＴＶ（テレビジョン）モニタ３２により表示する
。
【００２２】
また、上記コントローラ３０には、第１のマイクロホン入力手段を構成する第１のマイク
ロホン装置３４が接続される。この第１のマイクロホン入力手段は、上記第１のマイクロ
ホン装置３４を介して第１の歌唱音声（第１の歌唱者の歌唱音声）を供給され、図２に示
すように、この第１の歌唱音声に応じた第１の音声信号Ｖ１ を、上記コントローラ３０内
の第１のマイクアンプ２３ａ及び第１のＡ／Ｄ変換器３ａを介して、該コントローラ３０
内の和声信号発生手段となるハーモニー用音声生成部４に対して出力する。このハーモニ
ー用音声生成部４は、上記第１の信号処理ユニット２１を含んで構成されている。
【００２３】
さらに、上記コントローラ３０には、第２の（他の）マイクロホン入力手段を構成する第
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２（他の）のマイクロホン装置が接続される。この第２のマイクロホン入力手段は、上記
第２のマイクロホン装置を介して第２の（他の）歌唱音声（第２の歌唱者の歌唱音声）を
供給され、図２に示すように、この第２の歌唱音声に応じた第２の音声信号Ｖ２ を上記コ
ントローラ３０内の第２のマイクアンプ２３ｂ及び第２のＡ／Ｄ変換器３ｂを介して、上
記ハーモニー用音声生成部４に対して出力する。
【００２４】
上記コントローラ３０においては、上記ディスクチェンジャ３５より供給された音楽情報
は、ＲＦアンプ１０を介して、上記再生部１に送られる。この再生部１においては、上記
音楽情報は、ＥＦＭデコーダ１１に送られる。このＥＦＭデコーダ１１においては、上記
音楽情報のＥＦＭ復調及びエラー訂正処理等がなされる。
【００２５】
上記ＥＦＭデコーダ１１を経た音楽情報は、ＣＤ－ＲＯＭデコーダ１２に送られ、いわゆ
るＣＤ－ＲＯＭ方式のデコード処理を施される。このＣＤ－ＲＯＭデコーダ１２によりデ
コード処理された信号のうちのオーディオデータ（上記音楽情報及び上記基準歌唱情報）
は、アドレス・データ・バス４４を介して、ＭＰＥＧオーディオ（ＡＵＤＩＯ）デコーダ
１４に送られる。
【００２６】
また、上記ＣＤ－ＲＯＭデコーダ１２によりデコード処理された信号のうちのビデオデー
タは、上記アドレス・データ・バス４４を介して、ＭＰＥＧビデオ（ＶＩＤＥＯ）デコー
ダ１３に送られる。
【００２７】
また、上記ＥＦＭデコーダ１１からは、上記音楽情報より読み出された再生時刻情報（Ｓ
ＵＢ－ＣＯＤＥ）が出力され、上記アドレス・データ・バス４４を介して、第２の信号処
理ユニット（ＣＰＵ（２））１５に送られる。この第２の信号処理ユニット１５は、この
再生部１内の各デコーダ１２，１３，１４を制御する。
【００２８】
上記ＭＰＥＧビデオデコーダ１３では、いわゆるＭＰＥＧ方式により圧縮処理されている
ビデオデータに対してデコード（伸長）処理が行われ、Ｒ（赤色）、Ｇ（緑色）、Ｂ（青
色）の各原色信号が得られる。これら原色信号は、３チャンネルＤ／Ａ変換器（３ＣＨＤ
／Ａ）１６に送られてアナログ信号に変換され、ＮＴＳＣエンコーダ１９に送られる。こ
のＮＴＳＣエンコーダ１９では、上記各原色信号がいわゆるＮＴＳＣ方式のコンポジット
ビデオ信号である画像信号となされ、映像出力端子を介して、上記ＴＶモニタ３２に対し
て出力される。
【００２９】
また、上記ＭＰＥＧオーディオデコーダ１４では、いわゆるＭＰＥＧ方式により圧縮処理
されているオーディオデータに対してデコード（伸長）処理が行われ、デジタルオーディ
オ信号である音楽信号及び基準歌唱信号Ｖｒが得られる。この音楽信号は、上記音楽情報
に対応する信号である。また、上記基準歌唱信号Ｖｒは、上記基準歌唱情報に対応する信
号である。これら音楽信号及び基準歌唱信号Ｖｒは、ミュージック用音程変換部２を構成
するキーコントロール回路１７に送られる。
【００３０】
このキーコントロール回路１７は、上記第２の信号処理ユニット１５を介して入力される
キーコントロール信号及びスピードコントロール信号に応じてキー変換処理及びスピード
変換処理を行い、上記音楽信号をミュージック・ボーカルミキシング部５に送るとともに
、上記基準歌唱信号Ｖｒを上記ハーモニー用音声生成部４に送る。
【００３１】
上記キーコントロール信号及び上記スピードコントロール信号は、上記コントローラ３０
の前面部や上記マイクロホン装置３４に設けられた操作部に対する手動操作に応じて、上
記第２の信号処理ユニット１５に入力される。
【００３２】
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上記ミュージック・ボーカルミキシング部５において、上記音楽信号は、イコライザ２７
により周波数特性処理をなされた後、アンプを介してミキサ回路２８に送られる。
【００３３】
なお、上記コントローラ３０が上記受信装置４０より上記音楽情報を供給されるものであ
る場合には、上記再生部１は、上記各デコーダ１１，１２，１３，１４に代えて、ＭＩＤ
Ｉインターフェイス、ＭＩＤＩ音源ユニット及び画像信号処理回路を有するものとして構
成される。すなわち、この場合には、上記受信装置４０により受信された音楽情報が上記
ＭＩＤＩインターフェイスを介してＭＩＤＩ音源ユニットに供給されることにより、この
ＭＩＤＩ音源ユニットが、上記音楽信号及び上記基準歌唱信号Ｖｒを出力する。また、上
記受信装置４０により受信された音楽情報は、上記画像信号処理回路により、上記画像信
号に変換されて出力される。
【００３４】
一方、上記第１の音声信号Ｖ１ 及び上記第２の音声信号Ｖ２ は、それぞれ上記各マイクア
ンプ２３ａ，２３ｂにより増幅され、上記各Ａ／Ｄ変換器３ａ，３ｂによりデジタル信号
である第１及び第２の音声信号Ｖ１ ，Ｖ２ に変換されて、上記ハーモニー音声生成部４に
送られる。
【００３５】
そして、上記ハーモニー用音声生成部４においては、上記第１の音声信号Ｖ１ は、第１の
セレクタ（ＭＵＬ１）４５、第１の音程検出回路２４ａ及び第４のセレクタ（ＭＵＬ４）
４９に供給される。これら第１及び第４のセレクタ４５，４９における上記第１の音声信
号Ｖ１ の通過量は、上記第１の信号処理ユニット２１により制御される。この第１のセレ
クタ４５の出力は、第１のミキサ回路４８に送られる。また、上記第４のセレクタ４９の
出力は、第２のミキサ回路５２に送られる。　上記第１の音程検出回路２４ａは、供給さ
れた第１の音声信号Ｖ１ に基づき、この第１の音声信号Ｖ１ に対応する上記第１の歌唱音
声の音程を検出する。この第１の音程検出回路２４ａによる検出結果は、第１の歌唱音程
情報ｆＶ１ として、上記第１の信号処理ユニット２１に送られる。
【００３６】
また、上記ハーモニー用音声生成部４において、上記第２の音声信号Ｖ２ は、第２のセレ
クタ（ＭＵＬ２）４６に送られる。この第２のセレクタ４６における上記第２の音声信号
Ｖ２ の通過量は、上記第１の信号処理ユニット２１により制御される。この第２のセレク
タ４６の出力は、上記第１のミキサ回路４８に送られる。さらに、上記ハーモニー用音声
生成部４においては、上記基準歌唱信号Ｖｒは、第３のセレクタ（ＭＵＬ３）４７に送ら
れる。この第３のセレクタ４７における上記基準歌唱信号Ｖｒの通過量は、上記第１の信
号処理ユニット２１により制御される。この第３のセレクタ４７の出力は、上記第１のミ
キサ回路４８に送られる。
【００３７】
上記第１のミキサ回路４８の出力は、第２の音程検出回路２４ｃ、音程変換回路２４ｂ及
び第５のセレクタ（ＭＵＬ５）５０に供給される。この第５のセレクタ５０における信号
の通過量は、上記第１の信号処理ユニット２１により制御される。この第５のセレクタ５
０の出力は、上記第２のミキサ回路５２に送られる。
【００３８】
上記第２の音程検出回路２４ｃは、供給された上記各音声信号Ｖ１ ，Ｖ２ 及び上記基準歌
唱信号Ｖｒのいずれかの信号に基づき、この信号に対応する音声の音程を検出する。この
第２の音程検出回路２４ｃによる検出結果は、上記第１の音声信号Ｖ１ について検出され
た音程を示す第１の歌唱音程情報ｆＶ１ 、上記第２の音声信号Ｖ２ について検出された音
程を示す第２の歌唱音程情報ｆＶ２ 、または、上記基準歌唱信号Ｖｒについて検出された
音程を示す基準音程情報ｆＶｒとして、上記第１の信号処理ユニット２１に送られる。
【００３９】
上記音程変換回路２４ｂは、供給された上記各音声信号Ｖ１ ，Ｖ２ 及び上記基準歌唱信号
Ｖｒのいずれかの信号に基づき、この信号に対応する音声の音程を後述するように所定量
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だけ変更した音声を示す和声信号を生成して出力する。上記第１の音声信号Ｖ１ に基づい
て生成された和声信号は、第１の和声信号Ｖｈ１ となる。上記第２の音声信号Ｖ２ に基づ
いて生成された和声信号は、第２の和声信号Ｖｈ２ となる。また、上記基準歌唱信号Ｖｒ
に基づいて生成された和声信号は、第３の和声信号Ｖｈｒとなる。
【００４０】
上記音程変換回路２４ｂの出力は、第６のセレクタ（ＭＵＬ６）５１に供給される。この
第６のセレクタ５１における上記各和声信号Ｖｈ１ ，Ｖｈ２ ，Ｖｈｒの通過量は、上記第
１の信号処理ユニット２１により制御される。この第６のセレクタ５１の出力は、上記第
２のミキサ回路５２に送られる。
【００４１】
上記第２のミキサ回路５２は、上記各音声信号Ｖ１ ，Ｖ２ 及び上記基準歌唱信号Ｖｒのい
ずれかと上記各和声信号Ｖｈ１ ，Ｖｈ２ ，Ｖｈｒのいずれかとを混合して、和声混合信号
として、上記ミキシング部５に送る。
【００４２】
上記ミキシング部５において、上記和声混合音声信号は、イコライザ２５により周波数特
性処理をなされ、さらに、残響処理回路２６により残響音の処理（リバーブ処理）をなさ
れて、アンプを介して、上記ミキサ回路２８に送られる。
【００４３】
上記ミキサ回路２８においては、上記和声混合音声信号と上記音楽信号とがミキシングさ
れ、Ｄ／Ａ変換器６に送られる。このＤ／Ａ変換器６は、送られたデジタル信号をアナロ
グ信号である音響信号に変換して、音響出力端子を介して、上記アンプ３１に対して出力
する。
【００４４】
そして、上記ディスクチェンジャ３５により再生されるディスクは、例えば、いわゆる「
ビデオＣＤ」と称されるディスクにおいては、図３において（ａ）で示すように、ディス
ク最内周側にリードインエリア１０１が設けられている。このリードインエリア１０１に
は、ＴＯＣデータが記録されている。このＴＯＣデータは、このディスクにおける各トラ
ックの開始位置やトラック数、演奏時間等を記録したものである。
【００４５】
また、上記ディスクにおいては、上記リードインエリア１０１の内周側に、トラックデー
タが第１のトラック（トラック＃１）１０２、第２のトラック（トラック＃２）１０３、
第３のトラック（トラック＃３）１０４乃至第ｎのトラック（トラック＃ｎ）１０５とし
て記録されている。
【００４６】
そして、このディスクにおいては、上記各トラックの外周側に、リードアウトエリア１０
６が設けられている。
【００４７】
このディスクにおいて、上記第１のトラック１０１は、図３中において（Ｂ）で示すよう
に、上記音楽情報及び上記画像情報の記録のために用いられておらず、データトラックと
して使用されている。このデータトラックには、ＰＶＤ（基本ボリューム記述子）１０７
、カラオケベーシックインフォメーションエリア１０８、ビデオＣＤインフォメーション
エリア１０９、セグメントプレイアイテムエリア１１０、及び、その他のファイル（例え
ば、ＣＤ－Ｉアプリケーションプログラム等の記録用）１１１が設けられている。
【００４８】
このディスクにおいて、上記カラオケベーシックインフォメーションエリア１０８には、
上記第２のトラック１０３乃至上記第ｎのトラック１０５に収録されている各楽曲に対応
して該各楽曲に関連するデータ（ＫＡＲＩＮＦＯ．ＣＣ）（例えば、演奏者名、作曲者名
、アレンジャ名（編曲者名）、リリース年月日、歌唱パートの音域、曲調、テンポ、楽曲
のジャンル等）が記録されている。
【００４９】
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これら各楽曲に関連するデータは、図３中において（ｃ）で示すように、第１乃至第Ｎの
シーケンスアイテムテーブルＳＩＴ１ 乃至ＳＩＴＮ （ＳＩＴｉ）として記録されている。
上記各シーケンスアイテムテーブルＳＩＴｉは、１つのシーケンスアイテムテーブルＳＩ
Ｔｉが楽曲の１曲に相当している。
【００５０】
これらシーケンスアイテムテーブルＳＩＴｉには、項目番号０乃至項目番号６４の項目欄
が設けられ、それぞれ、以下の〔表１〕に示す項目の情報が記録されている。
【００５１】
【表１】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００５２】
項目番号１９に記録された音階（音程）情報は、上記各楽曲における歌唱旋律の本来の音
程を示すものである。この音階（音程）情報は、例えば１２バイトで形成されて１つの音
を表現する音程データブロックにより構成されている。
【００５３】
上記音階（音程）情報においては、図４に示すように、まず、２バイトで、音程（ノート
ナンバ）が表現される。この音程は、例えば、Ｃ０乃至Ｇ＃７（Ｃ０、Ｃ＃０、Ｄ０、Ｄ
＃０、Ｅ０、Ｆ０、Ｆ＃０、Ｇ０・・・Ｇ７、Ｇ＃７）というような、各音程に対応する
値として表現される。そして、この音階（音程）情報においては、上記音程を示すバイト
に続くバイトにより、該音程の音（Ｎ１ ，Ｎ２ ，Ｎ３ ・・・）が継続する相対時間（ｔ）
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が表現される。
【００５４】
また、項目番号２２乃至項目番号３１のいずれかには、上記各楽曲の転調の時間位置及び
転調後の調（キー）を示す転調情報が記録されている。この転調情報においては、図７に
示すように、１回の転調について８バイトのエリアが割り当てられている。これら各回の
転調に割り当てられた８バイトのうちの第１バイトは、以下の〔表２〕に示すように、音
階（スケール）名を示すＥＤＳデータとなされている。また、上記８バイトのうちの第２
バイトは、以下の〔表３〕に示すように、主音（トニック）を示すＥＤＫデータとなされ
ている。
【００５５】
【表２】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００５６】
【表３】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００５７】
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上記ＥＤＳデータ及び上記ＥＤＫデータにより、転調後の調（キー）が示される。すなわ
ち、例えば、上記ＥＤＳデータが２２Ｈ（Ｈは１６進数であることを示す）で上記ＥＤＫ
が３４Ｈであれば、転調後の調（キー）が、「Ｅドリアンスケール」であることが示され
る。同様に、上記ＥＤＳデータが２３Ｈで上記ＥＤＫが３５Ｈであれば、転調後の調（キ
ー）が、「Ｆリディアンスケール」であることが示される。
【００５８】
そして、各回の転調に割り当てられた８バイトのうちの第３乃至第８バイトは、転調する
時間位置の分、秒及びフレームを示すＥＴデータとなされている。このＥＴデータに基づ
いて、上記ディスクにおける再生位置を示す絶対アドレス、すなわち、該ディスク上の各
セクタの先頭のヘッダに書き込まれている通し時間のデータにより、転調位置が指定され
る。
【００５９】
上記ディスクにおける上記第２乃至第ｎのトラック１０３，１０４乃至１０５においては
、オーディオセクタに対する上記音楽情報の記録とビデオセクタに対する上記画像情報の
記録とが、時分割的になされている。これらビデオセクタとオーディオセクタとは、平均
すると、約６：１の割合で配置されている。
【００６０】
上記ビデオセクタには、ＭＰＥＧ方式で圧縮エンコードされた、Ｉピクチャ、Ｐピクチャ
、Ｂピクチャと称される画像情報（ビデオデータ）が記録されている。また、上記オーデ
ィオセクタには、ＭＰＥＧ方式で圧縮エンコードされた、音楽情報（オーディオデータ）
が記録されている。
【００６１】
なお、上記「ビデオＣＤ」では、トラック数は、最大で９９である。したがって、この「
ビデオＣＤ」では、最大９８のシーケンスが記録可能である。シーケンスとは、動画の連
続した１つの区切りであり、カラオケ用ディスクにおいては、１曲（１トラック）が１シ
ーケンスとなる。
【００６２】
上述のように構成された本発明に係る音響再生装置においては、上記第１の信号処理ユニ
ット２１が上記ハーモニー用音声生成部４に対する所定の制御を実行することにより、上
記音楽信号と、上記和声混合信号とがミキシングされて再生される。この和声混合信号は
、上記第１の音声信号Ｖ１ と、上記和声信号Ｖｈ１ ，Ｖｈ２ ，Ｖｈｒのいずれかとが混合
された信号である。
【００６３】
上記各和声信号Ｖｈ１ ，Ｖｈ２ ，Ｖｈｒは、上記各音声信号Ｖ１ ，Ｖ２ 及び上記基準歌唱
信号Ｖｒが、上記第１の音声信号Ｖ１ に対応する音程、すなわち、上記第１の歌唱音声の
音程に対して和声の関係となる音程を示す信号に変換されて生成された信号である。
【００６４】
上記第１の歌唱音声の音程に対して和声の関係となる音程とは、例えば、該第１の歌唱音
声の音程に対して、３度下の音程である。
【００６５】
なお、上記第１の歌唱音声の音程に対して、３度上、または、５度上の音程も、該第１の
歌唱音声の音程に対して和声の関係となる音程であるが、該第１の歌唱音声にこの第１の
歌唱音声よりも上の音程の音声を付加することは、該第１の歌唱音声を強調することを困
難としてしまう。また、上記第１の歌唱音声の音程に対して、５度下の音程も、該第１の
歌唱音声の音程に対して和声の関係となる音程であるが、この場合には、付加される音声
が極端に低音になってしまうことがあり、和声が構成されていることを表現することが困
難となる場合が多い。
【００６６】
このような、上記第１の歌唱音声の音程に対して和声の関係となる音程は、上記第１の信
号処理ユニット２１が決定する。
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【００６７】
上記第１の歌唱音声の音程とこの音程に対して和声の関係となる音程との音程差（周波数
比）は、各楽曲において上記各和声信号Ｖｈ１ ，Ｖｈ２ ，Ｖｈｒを生成しようとするとき
の調（キー）によって異なる。例えば、図５に示すように、「Ｃマイナースケール」上に
おいて、「Ａ♭」の音程に対して３度下の音は、「Ｆ」の音程であり、これらの音程差は
、３００ｃｅｎｔである（なお、半音が１００ｃｅｎｔ、一全音が２００ｃｅｎｔに相当
する）。
【００６８】
ところが、この「Ｃマイナースケール」上において、「Ｇ」の音程に対して３度下の音は
、「Ｅ♭」の音程であり、これらの音程差は、４００ｃｅｎｔである。また、図６に示す
ように、「Ｃメジャースケール」上において、「Ａ」の音程に対して３度下の音は、「Ｆ
」の音程であり、これらの音程差は、４００ｃｅｎｔである。
【００６９】
そのため、上記第１の信号処理ユニット２１は、上記第１の歌唱音程情報ｆＶ１ と、上記
シーケンスアイテムテーブルＳＩＴｉに記録された上記ＥＤＳデータ及び上記ＥＤＫデー
タとに基づいて、上記各和声信号Ｖｈ１ ，Ｖｈ２ ，Ｖｈｒが示す音程を決定する。
【００７０】
このような、上記第１の信号処理ユニット２１による上記各和声信号Ｖｈ１ ，Ｖｈ２ ，Ｖ
ｈｒが示す音程の決定について、具体的な数値を具体例として示す。
【００７１】
上記第１の歌唱音程情報ｆＶ１ 、上記第２の歌唱音程情報ｆＶ２ 、及び、上記基準音程情
報ｆＶｒが、それぞれ、次のような値であるとする。
【００７２】
ｆＶ１ ＝「Ａ♭４」＋Δ１ ＋ΔＫ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　・・・（式１）
ｆＶ２ ＝「Ａ♭４」＋Δ２ ＋ΔＫ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　・・・（式２）
ｆＶｒ＝「Ａ♭４」＋ΔＫ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　・・・（式３）
上記ΔＫは、上記キーコントロール回路１７によるキーコントロールによって生じている
音程差であり、上記各音程情報ｆＶ１ 、ｆＶ２ 、ｆＶｒの全てを一様に変化させるもので
ある。この音程差は、歌唱者が歌唱可能な音域に楽曲の音域を合わせるために、該歌唱者
により調節されるものである。この具体例では、上記ΔＫを、＋５０ｃｅｎｔ（周波数で
は、＋２．９％）とする。
【００７３】
上記Δ１ 及び上記Δ２ は、それぞれ、上記第１及び第２の歌唱者の歌唱において、本来の
歌唱の旋律の音程から外れた分の音程差である。この具体例では、上記Δ１ を４０ｃｅｎ
ｔ、上記Δ２ を３０ｃｅｎｔとする。そして、この具体例では、本来の音程は、「Ａ♭」
である。上記（式１）乃至上記（式３）に、以下のように、数値を代入する。
【００７４】
ｆＶ１ ＝「Ａ♭４」＋４０ｃｅｎｔ＋５０ｃｅｎｔ＝「Ａ♭４」＋９０ｃｅｎｔ　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・（式４）
ｆＶ２ ＝「Ａ♭４」＋３０ｃｅｎｔ＋５０ｃｅｎｔ＝「Ａ♭４」＋８０ｃｅｎｔ　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・（式５）
ｆＶｒ＝「Ａ♭４」＋５０ｃｅｎｔ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・
・（式６）
ここで、楽曲の調（キー）が「Ｃマイナースケール」であるとすると、「Ａ♭」の音程の
３度下は、「Ｆ」の音程である。「Ａ♭」の音程に対しての「Ｆ」の音程の音程差は、図
５に示すように、－３００ｃｅｎｔである。したがって、上記各和声信号Ｖｈ１ ，Ｖｈ２

，Ｖｈｒが示す和声音程ｆＶｈは、上記第１の歌唱音程情報ｆＶ１ が示す音程を３００ｃ
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ｅｎｔ下げた音程となる。
【００７５】
　
　
　
したがって、上記第１の和声信号Ｖｈ１ を生成する場合には、上記第１の音声信号Ｖ１ が
示す音程を、上記第１の歌唱音程情報ｆＶ１ と上記和声音程ｆＶｈとの差分Ｐ１ だけ下げ
る。
【００７６】
　
　
　
また、上記第２の和声信号Ｖｈ２ を生成する場合には、上記第２の音声信号Ｖ２ が示す音
程を、上記第２の歌唱音程情報ｆＶ２ と上記和声音程ｆＶｈとの差分Ｐ２ だけ下げる。
【００７７】
　
　
　
さらに、上記第３の和声信号Ｖｈｒを生成する場合には、上記基準歌唱信号Ｖｒが示す音
程を、上記基準音程情報ｆＶｒと上記和声音程ｆＶｈとの差分Ｐ３ だけ下げる。
【００７８】
　
　
　
そして、この音響再生装置においては、上記第１の信号処理ユニット２１が、上記ハーモ
ニー用音声生成部４における上記各セレクタ４５，４６，４７，４９，５０，５１を選択
的に切換え操作する。
【００７９】
上記ハーモニー用音声生成部４は、上記第１のセレクタ４５が通過状態、上記第２のセレ
クタ４６が遮断状態、上記第３のセレクタ４７が遮断状態、上記第４のセレクタ４９が通
過状態、上記第５のセレクタ５０が遮断状態、上記第６のセレクタ５１が通過状態である
ときには、上記再生部１による上記音楽信号の出力中に、上記第１の歌唱音声に対して和
声の関係にある和声音の音程を決定し、上記第１の音声信号Ｖ１ に基づいて上記第１の歌
唱音声の音程を該和声音の音程に変換した音声を示す上記第１の和声信号Ｖｈ１ を発生す
る。
【００８０】
また、上記ハーモニー用音声生成部４は、上記第１のセレクタ４５が遮断状態、上記第２
のセレクタ４６が遮断状態、上記第３のセレクタ４７が通過状態、上記第４のセレクタ４
９が通過状態、上記第５のセレクタ５０が遮断状態、上記第６のセレクタ５１が通過状態
であるときには、上記再生部１による上記音楽信号の出力中に、上記第１の歌唱音声に対
して和声の関係にある和声音の音程を決定し、上記基準歌唱情報に基づいて上記基準歌唱
の音程を該和声音の音程に変換した音声を示す上記第３の和声信号Ｖｈｒを発生する。
【００８１】
すなわち、上記ハーモニー用音声生成部４は、上記第１の和声信号Ｖｈｒを発生する状態
と、上記第１の音声信号Ｖ１ に基づいて上記第１の歌唱音声の音程を上記和声音の音程に
変換した音声を示す第１の和声信号Ｖｈ１ を発生する状態とのいずれかに切換え操作可能
となされている。
【００８２】
また、上記ハーモニー用音声生成部４は、上記第１のセレクタ４５が遮断状態、上記第２
のセレクタ４６が通過状態、上記第３のセレクタ４７が遮断状態、上記第４のセレクタ４
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９が通過状態、上記第５のセレクタ５０が遮断状態、上記第６のセレクタ５１が通過状態
であるときには、上記再生部１による上記音楽信号の出力中に、上記和声音の音程を決定
し、上記第２の音声信号Ｖ２ に基づいて上記第２の歌唱音声の音程を該和声音の音程に変
換した音声を示す第２の和声信号Ｖｈ２ を発生する。
【００８３】
すなわち、上記ハーモニー用音声生成部４は、上記第２の和声信号Ｖｈ１ を発生する状態
と、上記第２の和声信号Ｖｈ２ を発生する状態と、上記第３の和声信号Ｖｈｒを発生する
状態とのいずれかに切換え操作可能となされている。
【００８４】
なお、この音響再生装置の上記ハーモニー用音声生成部４においては、上記和声音程ｆＶ
ｈを決定するための基準とする音程を、上記第２の歌唱音程情報ｆＶ２ （上記第２の音声
信号Ｖ２ が示す音程）、または、基準音程情報ｆＶｒ（上記基準歌唱信号Ｖｒが示す音程
）としてもよい。
【００８５】
ここでは、上述の具体例に倣って説明する。上記（式４）乃至上記（式６）に示したよう
に、ｆＶ１ は、「Ａ♭４」＋９０ｃｅｎｔ、ｆＶ２ は、「Ａ♭４」＋８０ｃｅｎｔ、ｆＶ
ｒは、「Ａ♭４」＋５０ｃｅｎｔであって、楽曲の調（キー）が「Ｃマイナースケール」
である。「Ａ♭」の音程の３度下は、「Ｆ」の音程である。「Ａ♭」の音程に対しての「
Ｆ」の音程の音程差は、図５に示すように、－３００ｃｅｎｔである。
【００８６】
上記和声音程ｆＶｈを決定するための基準とする音程を上記第２の歌唱音程情報ｆＶ２ が
示す音程とした場合には、該和声音程ｆＶｈは、該第２の歌唱音程情報ｆＶ２ が示す音程
を３００ｃｅｎｔ下げた音程となる。
【００８７】
　
　
　
ここで、上記第１の和声信号Ｖｈ１ を生成する場合には、上記第１の音声信号Ｖ１ が示す
音程を、上記第１の歌唱音程情報ｆＶ１ と上記和声音程ｆＶｈとの差分Ｐ１ だけ下げる。
【００８８】
　
　
　
また、上記第２の和声信号Ｖｈ２ を生成する場合には、上記第２の音声信号Ｖ２ が示す音
程を、上記第２の歌唱音程情報ｆＶ２ と上記和声音程ｆＶｈとの差分Ｐ２ だけ下げる。
【００８９】
　
　
　
さらに、上記第３の和声信号Ｖｈｒを生成する場合には、上記基準歌唱信号Ｖｒが示す音
程を、上記基準音程情報ｆＶｒと上記和声音程ｆＶｈとの差分Ｐ３ だけ下げる。
【００９０】
　
　
　
そして、上記和声音程ｆＶｈを決定するための基準とする音程を上記基準音程情報ｆＶｒ
が示す音程とした場合には、該和声音程ｆＶｈは、該基準音程情報ｆＶｒが示す音程を３
００ｃｅｎｔ下げた音程となる。
【００９１】
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ここで、上記第１の和声信号Ｖｈ１ を生成する場合には、上記第１の音声信号Ｖ１ が示す
音程を、上記第１の歌唱音程情報ｆＶ１ と上記和声音程ｆＶｈとの差分Ｐ１ だけ下げる。
【００９２】
　
　
　
また、上記第２の和声信号Ｖｈ２ を生成する場合には、上記第２の音声信号Ｖ２ が示す音
程を、上記第２の歌唱音程情報ｆＶ２ と上記和声音程ｆＶｈとの差分Ｐ２ だけ下げる。
【００９３】
　
　
　
さらに、上記第３の和声信号Ｖｈｒを生成する場合には、上記基準歌唱信号Ｖｒが示す音
程を、上記基準音程情報ｆＶｒと上記和声音程ｆＶｈとの差分Ｐ３ だけ下げる。
【００９４】
　
　
　
また、上記ハーモニー用音声生成部４は、上記第１のセレクタ４５が遮断状態、上記第２
のセレクタ４６が遮断状態、上記第３のセレクタ４７が通過状態、上記第４のセレクタ４
９が通過状態、上記第５のセレクタ５０が通過状態、上記第６のセレクタ５１が遮断状態
であるときには、上記基準歌唱信号Ｖｒを、上記第１の歌唱者の歌唱を支援するための信
号として、そのまま上記第１の音声信号Ｖ１ に混合することとなる。
【００９５】
【発明の効果】
上述のように、本発明に係る音響再生装置においては、上記音楽信号と、和声混合信号と
がミキシングされて再生される。この和声混合信号は、歌唱者の歌唱音声に基づく音声信
号と、他の歌唱者の歌唱音声に基づく音声信号が音程変換された和声信号及び基準歌唱情
報ソースより供給される基準歌唱情報が音程変換された和声信号のいずれかとが混合され
た信号である。
【００９６】
そして、上記和声信号は、上記音声信号に対応する音程に対して和声の関係となる音程を
示す信号である。
【００９７】
すなわち、本発明は、歌唱者が一人である場合であっても、この歌唱者の歌唱音声に基づ
いて、この歌唱音声と異なる音色を有しこの歌唱音声に対して和声の関係にある音程を有
する和声音声を生成し、異なる音色を有する２以上の音程の音声を再生して和声を構成す
ることができるようになされた音響再生装置を提供することができるものである。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係る音響再生装置の構成を示すブロック図である。
【図２】上記音響再生装置のコントローラの構成を示すブロック図である。
【図３】上記音響再生装置において使用されるディスクの信号記録フォーマットを示すブ
ロック図である。
【図４】理想音程情報を含む音程データブロックの構成を示すタイムチャートである。
【図５】マイナースケールの音階を示す譜面である。
【図６】メジャースケールの音階を示す譜面である。
【図７】転調の情報を示すデータブロックの構造を示すブロック図である。
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【符号の説明】
１　再生部，１５　第２の信号処理ユニット，２１　第１の信号処理ユニット，３０　コ
ントローラ，３２　ＴＶモニタ，３４　マイクロホン装置，３５　ディスクチェンジャ，
４０　受信機

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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